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九州歴史資料館　大宰府調査班　　小嶋　篤

＜研究に至る過程＞
　前提１：平成27年度特別研究「鞠智城築造前後の軍備」の成果
　【築城期の鞠智城を構成する戦術的要素】
　　①朝鮮式山城の築造技術・律令的複合冶金工房等の新来要素
　　②古墳時代に醸成されていた地勢的理解・主要武装様式の踏襲等の旧来要素
　　⇒両要素が組み合うことで、鞠智城の戦術的防衛設計が成立している。
　　　↓
　前提２：令和2年度特別研究「火国の領域設定と鞠智城」の成果
　【築城期の鞠智城を構成する戦略的要素】
　　①百済の役以降、倭政権（中大兄皇子称制政権）は、戦時侵攻体制（国造軍）を対処的に改変して
　　　戦時防衛体制を構築。
　　②筑紫嶋内陸部からの貢納・動員には、筑紫君・肥君等が開拓した南北路「筑紫縦貫道」が幹線路と
　　　して機能した。筑紫縦貫道は戦時防衛体制下で重視され、古代城塞群による閉塞がなされた。
　　⇒鞠智城の築城・戦略的運用は、古墳時代後期に成立した国造制（国造軍）と連続する。
　　　↓
　＜研究課題＞
　「古代山城はどのような動員体系に基づいて、築城され、運用することを計画していたのか」

１．古代山城の築城時期
（１）文献史料上の古代山城
・『日本書紀』記載の古代山城築城記事は、すべて白村江の戦い以後であるが、記事の「築・築城」が、「築城
開始を示す」と「築城完了を示す」のかは、未決着な研究課題。
・「築城→一部並行して、舎屋・倉庫などの建物、貯水施設などの造営→物資搬入→維持管理・修理→廃城
により建物移築・物資移動→その後の使用・放置」という変遷例（高安城変遷モデル）。

（２）古代山城の年代論と鞠智城跡の調査研究
・考古学による年代決定では、各種資料に対する「層位論・型式論を組み合わせた相対編年の構築」を重視
し、分析対象資料数を豊富に確保。
・資料的限界を克服できる数少ない古代山城が鞠智城跡であり、出土遺物の総量分析は、考古学的手法に
より導き出された堅実な研究成果として高い評価。

（３）古代山城未完成論と史料未記載古代山城
・国家・大宰府重視の古代山城（第１段階）から築城がはじまり、第２・３段階に史料未記載古代山城の多くが
築城されたと理解できる（稲田2012）。

国造軍と鞠智城
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（４）大野城跡出土土器の総量分析
・古代山城の最密集地点が後の筑紫大宰府であり、古代山城群の中核施設が大野城である。
・城内の大宰府四天王寺（以下、四王院）創建経緯は『類聚三代格』宝亀五年（774年）三月三日官符に明記
されており、774年以降の遺物には大野城と四王院の帰属遺物が複合する。
・大野城跡・四王院跡出土土器の総量は、4,101点（九州歴史資料館所蔵品のみ）にも及ぶ。
・四王院建立は宝亀五年（774年）であるため、大野城Ⅱ期（小田ⅦＡ期・八世紀前半）以前の遺物は基本的に
大野城帰属遺物と見なしてよい。
・主城原地区出土須恵器群には、白村江の戦い（663年）前後に用いられた須恵器坏蓋（小田Ⅴ期）が含まれ
る。4,101点の土器に小田ⅣＢ期以前の土器が1点も確認できない点は重視でき、小田Ⅴ期の遺物量が少な
いとは言え、存在すること自体に高い資料的価値が認められる。大野城築城記事と親和性が高い分析結
果である。また、外郭施設と内部施設出土土器に時期差がない点は、「高安城変遷モデル」とも整合する。
・大野城跡は土塁や倉庫群が建設された尾根上に古墳時代集落・墓域が営まれていない「新規築城型」で
あることから、最古相の出土土器（小田Ⅴ期）がより鋭敏に古代山城築城時期（七世紀第３四半期）を反映
していると評価できる。
・整備期と評価できる大野城Ⅱ期は、繕治（698年）・筑紫の役(706～718年）と重なり、遺物量が増加する。整
備が一段落した大野城Ⅲ期の遺物量は、大野城全体で減少する。
・大野城と鞠智城の比較では、「繕治」・「筑紫の役」による土器量増加とともに、城庫多用期と見られる奈良
時代（八世紀中頃）の土器量減少も共通する。古代山城整備時には多くの整備資材・人員が城内に入るが、
整備後の運用初期においては、城庫とその周辺は守衛対象として厳しく管理されていたと解釈できる。

２．倭政権の統治と外征
（１）倭政権から見た筑紫嶋
・「筑紫嶋」という島名は、土地認識として九州北部に大きく偏る。同現象には、飛鳥時代における倭政権の
国家領域観が強く反映されており、筑紫・豊を中心として、その外縁域を火・日向に収斂する構造がうかがえる。
・本構造の起点には、宮がある畿内と韓半島南部を接続する「海西航路（瀬戸内海―響灘・玄界灘航路）」が
あり、同航路を幹線路として百済の役へといたる国造軍の動員、次いで古代山城群築城（防衛体制整備）
がなされた。

（２）筑紫嶋におけるミヤケ・評の実態
・比恵・那珂遺跡群（那津官家）の倉庫群は、六世紀後半（小田ⅢＡ期新相）を上限とし、七世紀第第３四半
期（小田Ⅴ期）を下限として機能したと把握されている。現状ではミヤケ遺構は『日本書紀』宣化天皇紀の官
家設置時期よりも後出する。物資搬入痕跡としては、古墳時代後期とされる牛馬歩行痕跡（比恵１１２次）や、
壺・甕類に多く見られる搬入土器が挙げられる。
・阿恵官衙遺跡（糟屋評衙）は、古墳時代後期の前方後円墳・鶴見塚古墳の隣接地に営まれた官衙遺跡で
ある。官衙域は東側に正倉、西側に政庁が配される。政庁は新旧二つの遺構が重複しており、古段階の
政庁は小田Ⅴ期を上限とする。
・上岩田遺跡（御原・夜津評衙）中央の基壇建物は、天武七年（679年）の筑紫国地震により倒壊しており、
679年以前の評衙整備が確定する。基壇建物の瓦は大和・山田寺系に連なるため、山田寺創建年（643年）
よりも後出することが確定でき、出土土器の様相から小田Ⅴ期に位置づけられる。
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・資料蓄積が進んだ結果、那津官家の終焉は、百済の役を経たⅠ期大宰府政庁の成立と連続する蓋然性が
さらに高まった。解明が進む阿恵官衙遺跡・上岩田遺跡の事例から見て、筑紫嶋の評衙整備は小田Ⅴ期を
上限としており、孝徳紀の天下立評よりも百済の役後に画期がある。

（３）ミヤケに繋がる道
・ミヤケへの物資集積、労役・兵役の徴発を物理的に実現するものが交通路である。筑紫国と火国（肥後）を
南北に貫く「筑紫縦貫道」は、筑紫君・筑紫国造の本拠地である八女領域の開発・物流から、古墳時代中期
後半以後、岩戸山古墳築造がなされた古墳時代後期前半が成立画期となる。
・筑前・筑後・肥前の境界となる三国丘陵（福岡県小郡市周辺）を対象に、弥生～飛鳥時代の遺跡動態を検
討すると、古墳時代中期以前の集住地は丘陵裾にあり、古墳時代後期以後に丘陵地開発が本格化する。
脊振山地側南北路が「鞍韉尽しの坂」であり、筑紫神社を通過する長崎街道(三国坂）との道程重複が有
力視できる。

（４）筑紫嶋の外征軍動員路
・「鞍韉尽しの坂」が社会的に重要視された古墳時代後期～飛鳥時代は、百済の役を筆頭に、倭政権の主
導により多くの人的資源・物資が韓半島に投下された時代である。その中核を担ったのが筑紫嶋の諸豪
族であり、「鞍韉尽しの坂」を含む北上路が動脈の役割を担った。
・筑紫嶋の北上路は、遺跡動態を根拠として西側から順に、①九州西部航路、②松浦回廊（笹原峠越え）、
③筑紫縦貫道、④遠賀川、⑤九州
東部航路の五つの路にまとめられる。
・筑紫嶋北上路は、東は瀬戸内海航
路を通じて大王の宮、西（北）は壱
岐海峡・対馬海峡を通じて韓半島へ
と到達する。倭政権の政略的視点、
動員路という視点に立てば、東の宮
へは「上番・貢納」、西の韓半島へ
は「兵役」を第一義とした交通路と
なる。
・壱岐島における大型古墳（対馬塚
古墳等）・群集墳造営が小田ⅢＢ～
ⅣＡ期に集中する現象は、韓半島
への軍事動員と連動する現象とし
て理解されている。

３．国造軍動員と労役
（１）国造軍の命令系統・進軍方式・軍備
・国造軍の動員権限は、倭政権中枢
の大王にあり、将軍に任命した皇
族や物部氏・大伴氏等の中央豪族
より、各国造に向けて「軍事目的・兵
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数・集結地点・集結期日」等が示される。
・国造軍は、要請期日に間に合うよう集結地点に向けて進軍するが、本進軍の責任は各国造が担うことにな
る。進軍する際の航路（港）の利用や駐屯地の確保（水・物資補給）等の実務は、各国造の差配に依るとこ
ろが大きく、国造軍の進軍は、古墳時代を通じて歴史的に培われてきた豪族間の協力関係が基層に存在
する。
・進軍路が集束する九州北西岸や壱岐島での港の利用・駐屯地確保を円滑に行うには、同地の諸集団を主
導する豪族（壱岐島造等）との協力関係を個別に取り結ぶ必要があった。

（２）豪族間の協力関係と古墳築造
・豪族間の協力関係は複数分野におよぶが、遺跡として我々が認識できる最たる痕跡が「古墳」である。古
墳は上位階層墓となる大型墳ほど、遠隔地の要素や複数集団の要素を内包する頻度が高く、他豪族との
接触・技術保有者の往来がなければ成立し得ない現象が頻発する。
・壱岐島を統率する壱岐嶋造も、島内に独自の中造墓秩序を小田ⅢＢ～ⅣＢ期という限られた期間に構築し
た。島外からの人員・物資供給が短期間に集中する歴史的契機とは、従前の指摘通り、韓半島への国造軍
の派兵に他ならない。
・古墳時代の軍事動員である「同族集団・部曲の動員」は、『古事記』・『日本書紀』で確認できる古墳築造動
員体系と同一軸であり、労役と兵役が転化されやすい構造であったことが記紀には記されている。

（３）壱岐島の古墳築造技術
・小田ⅢＢ期にはじまる壱岐島での大型墳築造は、対馬塚古墳を端緒としており、本墳の古墳築造範型が島
内全域の群集墳にも投影されている。壱岐島の古墳を構成する基本軸は、九州在来の豪族により培われ
おり、同軸に家形石棺や利用石材の巨石化という畿内型石室の要素を組み合わせて成立する。

（４）国造軍進軍と古墳築造技術の共有
・壱岐島・九州北西岸を結節点とした古墳要素（三室構造・長羨道石室）は、瀬戸内海西端の重要拠点であ
る京都平野をはじめ、筑紫嶋北部の複数集団で共有される。
・壱岐島の古墳築造における巨石運搬技術の発達も、豪族間の協力関係を媒介として、九州各地における
畿内系要素の拡散を促進した見られる。　　

（５）孝徳紀天下立評の痕跡　
・軍事動員と古墳築造における動員体系の重複は、各豪族による軍事力・労働力の私的運用と直結する。む
しろ、公的・私的という区別自体が未成立な動員体系であることが、古墳時代後期における国造軍の構成
要素であった。

・つまり、壱岐島における大型古墳の築造停止（小田ⅣＢ期）は、倭政権による軍事力の私的動員抑止が最
も鋭敏に反映された現象の一つと評価できる。
・豪族独自の大規模動員が抑止されたことで、地域の生活基盤を整備していた動員体系も変質せざるを得
ず、氏族的結合・生活圏の基軸は維持しながらも、新たな社会秩序の形成（立評）が始まったと理解する。

・小田ⅣＡ期以前の盛んな造墓活動（新式群集墳）は各種武装を中心とする膨大な副葬行為を伴っていた。
小田ⅣＢ期の造墓活動縮小により、動員・墓域制限だけでなく、副葬行為も縮小した。制限法としての薄葬
令は、列島規模で軍事物資の蓄積を図る契機になったと理解できる。

・飛鳥時代に製作され、律令期に引き継がれた大宰府備蓄兵器も小田ⅣＢ～Ⅴ期の製品を上限としており、
薄葬令は兵器の長期保管・運用の転換点としても評価できる。
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４．国造軍の成立と終焉
（１）杖刀人と国造軍
・国造軍成立前における倭政権の確実な軍事組織は、埼玉稲荷山古墳出土金錯銘鉄剣から読み取れる
「杖刀人首―杖刀人」である。
（２）Ⅰ期国造軍
・筑紫君磐井の乱を経て、筑紫嶋でのミヤケ設置・国造制整備が進み、外征軍としての国造軍運用が始動する。
・Ⅰ期国造軍では、要請された兵数に対し、各国造（豪族）単位で歴史的に培ってきた慣習法・人的結合に基
づいた独自の動員方式を用いていたと考えられる。

・国造軍の動員では、『日本書紀』欽明一五年（五五四年）の百済・聖明王戦死後の窮地に「筑紫国造」が、
新羅の包囲軍を破る奮戦が記される【国造軍Ⅰ-１期】。欽明一五年記事は韓半島の戦場における国造の初
見史料であるが、比恵・那珂遺跡群の倉庫群出現時期と親和性が高い。

・丁未の乱で物部氏が没落すると、上宮王家・蘇我氏が対外戦略を主導した【国造軍Ⅰ‐２期】。上宮王家・蘇
我氏主導の対外戦略下で、筑紫嶋の統治機構は再編されていった。

・古墳時代後期は丘陵地開発が活発化し、潅漑機構の広域整備も展開する。小田ⅣＡ期（古墳時代後期後
半）に人口増加が頂点を迎える。首長墓では前方後円墳墓制は衰退するが、古墳墓制自体はより広範に普
及し、造墓活動（新式群集墳）にも多くの労働力が投下されていた。

（３）Ⅱ期国造軍
・評制の施行により、地方支配体制は「国造―評造―五〇戸造」に編成された（篠川1985）。軍事動員も戸
（徴兵単位としての五十戸制）を単位として、クニ内部の一律的負担となるよう改変されたが、部隊運用に
おいては国造が引き続き指揮権を担う構造を維持した【Ⅱ‐１期国造軍】。

・天下立評の痕跡は「評衙遺跡」としては現れず、現象としては大型墳の築造停止（小田ⅣＢ期）が肯定でき、
豪族の私的動員抑止が同時多発的に広域で認められる（制限法としての「薄葬令」）。
・「百済の役」では、古墳時代後期後半の開発地拡大・人口増加と、天下立評による労役体系・兵器消費と保
管の改変を経て蓄えられた人的資源・物資が韓半島に投下された。同戦役では宮自体が筑紫に西下し、国
造軍の動員・差配を担った【国造軍Ⅱ-２期】。
・百済の役直後に築城記事が集中する古代山城の威容は、『日本書紀』に記載された白村江の戦いの動員
兵数約四万七千人に信憑性を抱かせる。古代山城のうち、水城・大野城は小田Ⅴ期に築城されたと判断で
き、鞠智城も同時期に築城された可能性が高い。
・当該期における大規模労役を可能とする動員体系は「国造―評造―五〇戸造」編成であり、同動員により
筑紫に集結していたのが国造軍である。
・宮自体が筑紫に西下した状態にあることから、一定数の守衛部隊が駐屯状態にあったと見る。また、白村
江の敗戦を経て、帰国した国造軍を直ちに解散させたとは考え難く、帰郷に向けた部隊の再編成も兼ねつ
つ、唐・新羅の動勢を把握するまでは、対馬・壱岐・筑紫での駐屯を継続したと考えられる。
・百済の役・白村江敗戦直後の駐屯において、国造軍の筑紫集結期間は複数年に及ぶ。つまり、本兵役期
間に古代山城の築城（労役）にも国造軍が動員されたことで、平時とは異なる「戦時」での短期間かつ大
規模労役が可能になったと考える。
・筑紫縦貫道を軸とした第一段階古代山城群、とくに二日市地峡帯周辺の築城には、短期間に広域からの
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労役徴発がなされたことを想定しないと、『日本書紀』記載の築城記事は成立し得ない。
・また、対馬という離島に位置し、城郭としての完成度が高い金田城の築城動員は、島外からの新規徴発に
多大な労力がかかるため、対馬での国造軍駐屯期間に築城が開始されたことが有力視できる。・古代山城
の築城技術には、新来の百済系土木技術（版築等）が用いられているが、近年の調査において、古墳築造
技術の応用事例（天神山水城・前畑土塁）も確認されはじめた。具体的には、「土塊・盛土内層状被覆土・盛
土傾斜積み・外皮盛土」の組み合わせであり、同土木技術は九州北部の古墳築造技術と直接系譜を有し
ており、同地での労役徴発を示す物証である。
（４）評造軍
・天武一二～一四年の国境画定事業「令制国の成立」により、国造制は廃止される。
・天武一四年の武器収公により、「大角・小角・鼓・吹・幡旗」の指揮具について私家（国造居宅）での保管が禁
じられ、すべて郡家（評衙）に収めることが義務づけられた。指揮具の収公を物理的に実現するものが評
倉（評衙）であり、天武一四年には「遺跡」としての評衙の存在が確認できる。
・国造制廃止・武器収公をもって、国造軍は終焉したと識別する。

＜本研究の結論＞
①新規築城型古代山城である大野城跡から出土した豊富な土器の総量分析に基づいて、第１段階古代山
城の大野城が小田Ⅴ期に築城されたことを確認した。
②筑紫における第１段階古代山城の築城期間（小田Ⅴ期）は、「戦時」が含まれており、国造軍駐屯期間と
重なる。平時とは異なる「戦時」での軍事施設整備には、駐屯中の国造軍も動員されたと見るべきで、新規
徴発の労役と組み合わせて早期の築城が図られたと考える。
③国造軍【国造軍Ⅱ-２期】が百済の役における投入軍隊であり、第一段階古代山城の運用をなし得た唯一
の動員体系である。城内のみでも広大な面積を有し、城外での部隊展開が必須な古代山城群を軍事的に
機能させるためには、百済の役に匹敵する動員数が必要である。
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